






研究要旨 少子化はわが国の重要な政策課題になっており、その対策の確立に向けて、要

因分析、子育て支援対策等について各分野の専門家によって組織された分担研究のもとに

多角的に検討した。すなわち、①晩婚化・非婚化の要因をめぐる実証的研究、②子育て支

援策の効果に関する研究、③社会環境が結婚・出産・育児に及ぼす影響に関する研究、④

少子化に関する国際比較研究、⑤少子化に対する企業及び労働組合の意識と対応に関する

調査研究、を実施した。その結果、少子対策には、地域特性、家庭特性を十分に考慮し、

さらに公的施策の徹底、住民参加のもとに確立される必要があるがあることを確認した。

また、国際比較に基づき策定のプライオリティ決定プロセスを検討することによって、わ

が国の政策策定に参考できることが判明できた。 


